
セミナー
種類 内容 実施形態 対象 開催時期 日数 募集

人数 参加費（税込） コンソーシアム会員優待

講義
・

実習

人工光型植物工場で植物を生産するための基礎を学ぶ。
(実習)

リーフレタスの播種から収穫までの一連の工程を体験しながら、栽培管理方法を学ぶ。
(講義)

養液栽培と環境制御の基本知識を学び、さらにその背景にある植物の生理機能につ
いても学ぶ。

対面 一般

【1回目】
5月23日～6月27日 7 8 ¥100,000

法人：
20,000円割引

---2回まで/年

個人：
20,000円割引

---1回まで/年

【2回目】
1月上旬～2月中旬 7 8 ¥100,000

セミナー
種類 セミナー名 実施形態 対象 開催時期 日数 募集

人数 参加費（税込） コンソーシアム会員優待

講演 機能性物質生産と植物工場 オンライン 一般 6月30日
（金）

1 90 ¥10,000

法人：
10,000円割引

---2回まで/年

個人：
5,000円割引

---1回まで/年

講演 実習と演習で学ぶ培養液管理 対面 一般 11月8日
（水）

1 15 ¥10,000

講演 地球・地域環境と植物工場（仮） オンライン 一般 1月 1 90 ¥10,000

セミナー
種類 テーマ 各講義タイトル 実施形態 対象 開催時期 日数 募集

人数 参加費（税込） コンソーシアム会員優待

講義 植物工場をはじめる前に

施設生産に係る知っておくべき項目

ハイブリッド 一般 7月 1

30 ¥3,000

法人：
3,000円割引

---6回まで/年

個人：
3,000円割引

---2回まで/年

植物工場をめぐる情勢と関連規制 30 ¥3,000

施設と設備計画の立案 30 ¥3,000

講義 管理技術

雇用型施設園芸における組織作りとGAPの活用

ハイブリッド 一般 8月 1

30 ¥3,000

販売管理の実際と対応すべきこと 30 ¥3,000

ICT生産管理とエンゲージメント 30 ¥3,000

講義 管理技術/栽培技術

農業分野で働く女性の仕事と健康

ハイブリッド 一般 9月 1

30 ¥3,000

培養液処方とその修正（イチゴを例に） 30 ¥3,000

植物工場における防除（病原菌管理） 30 ¥3,000

講義 環境制御技術

植物から見た温室環境制御

ハイブリッド 一般 10月 1

30 ¥3,000

施設栽培におけるスマート化と運用 30 ¥3,000

植物生理と環境制御 30 ¥3,000

講義 植物工場の実際

国内外における植物工場の最新動向

ハイブリッド 一般 11月 1

30 ¥3,000

太陽光利用型植物工場におけるトマト・イチゴ生産の
実際 30 ¥3,000

植物工場におけるイチゴ生産 30 ¥3,000

講義 スマート農業にかかわる先端研究

醸造用ブドウ生産における小型電動ロボットを利用し
た軽労化

ハイブリッド 一般 12月 1

30 ¥3,000

Regenerative Urban Farming
－持続可能な都市農業－ 30 ¥3,000

宮城県におけるデータを活用した栽培支援の取組み 30 ¥3,000

PFCセミナー
はじめのいっぽ栽培研修

植物工場の基礎・応用

農林水産省 スマートグリーンハウス展開推進に係る委託事業 セミナー
スマートグリーンハウス人材育成研修

（大阪公立大学植物工場研究センター 主催）

（一般社団法人日本施設園芸協会と大阪公立大学植物工場研究センターの共催）

大阪公立大学 植物工場研究センター （PFC）事務局
E-mail： gr-knky-pfc@omu.ac.jp

URL： https://www.omu.ac.jp/orp/plant-factory/

2023年度セミナー開催予定

（大阪公立大学植物工場研究センター 主催）

＊コンソーシアム会員優待の利用方法については次ページをご確認ください



コンソーシアム会員優待について

法人会員のＡさんが、植物工場の基礎・応用「機能性物質生産と植物工場」を受講の場は、

法人会員の方は、10,000円割引を2回まで使用可能なので、

1回分をご使用いただき、残り1回分「培養液の管理（仮）」「地球・地域環境と植物工場（仮）」どちらかで

使用いただけます。

各セミナーのお申込みフォームにある「ＰＦＣコンソーシアム会員：会員である」を選択ください。

会員優待はチケット（紙など）を発行していません。

使用回数は事務局で控えていますが、ご担当者様でもお控えいただければ幸いです。

■コンソーシアム会員優待の見方について

■利用方法について

法人会員のＡさんとＢさんが、植物工場の基礎・応用「機能性物質生産と植物工場」を受講の場合は、2回分

使用済となりますので、「培養液の管理（仮）」「地球・地域環境と植物工場（仮）」の参加を希望される場

合は有料となります。

使用例：

なお、「はじめのいっぽ栽培研修」、「スマートグリーンハウス人材育成研修」においても同様にご利用い

ただけます。


